
７
月
１
日
、
「
市
民
と
政
治
を

つ
な
ぐ
江
東
市
民
連
合
」
が
夕
方

の
買
い
物
客
や
道
行
く
人
た
ち
に

「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
を

生
か
す
全
国
統
一
署
名
」
（
３
千

万
署
名
）
の
呼
び
か
け
と
チ
ラ
シ

配
布
を
行
い
、
23
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

７
月
７
日
、
区
民
要
求
実
現
江

東
大
運
動
実
行
委
員
会
は
、
３
千

万
人
署
名
の
行
動
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
こ
の
行
動
に
は
、
江
東
区

労
連
な
ど
９
団
体
43
人
が
参
加
し
、

全
世
帯
訪
問
を
行
い
１
９
５
人
の

方
か
ら
署
名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

７
月
15
日
に
は
、
16
人
が
参
加

し
、
３
千
万
人
署
名
を
、
一
刻
も

早
く
達
成
し
よ
う
と
「
下
町
亀
戸

９
条
の
会
」
の
活
動
を
再
開
し
ま

し
た
。
「
東
京
大
空
襲
で
焼
け
野

原
と
な
っ
た
亀
戸
住
民
は
、
戦
争

す
る
国
に
反
対
で
す
」
と
力
強
く

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

大
江
弁
護
士
は
、
冒
頭
に
、
日

本
国
憲
法
の
原
理
で
あ
る
基
本
的

人
権
の
尊
重
が
い
か
に
重
要
で
尊

い
も
の
か
を
強
調
。
続
い
て
、
９

条
の
中
身
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明

し
た
う
え
で
、
９
条
に
第
３
項
を

加
え
自
衛
隊
を
明
記
す
る
こ
と
の

危
険
性
を
詳
細
に
解
説
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
今
ま
で
漠
然
と

し
た
不
安
し
か
な
か
っ
た
が
、
今

日
の
学
習
会
で
９
条
を
変
え
る
こ

と
の
危
険
性
が
良
く
分
か
っ
た
。
」

「
学
習
を
運
動
に
結
び
つ
け
る
た

め
に
、
も
っ
と
外
に
出
よ
う
」
な

ど
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

後
に
、
学
び
つ
つ
運
動
す
る

必
要
性
を
確
認
し
散
会
と
な
り
ま

し
た
。

前
作
で
は
、
在
日
米
軍
駐
留
経

費
「
思
い
や
り
予
算
」
が
米
軍
の

娯
楽
施
設
に
充
て
ら
れ
る
な
ど
の

不
条
理
を
描
き
、
パ
ー
ト
2
は

「
希
望
と
行
動
編
」
と
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
が
付
け
ら
れ
、
１
９
７
２
年
、

神
奈
川
県
の
米
軍
相
模
補
給
廠
か

ら
ベ
ト
ナ
ム
へ
送
ら
れ
る
戦
車
を

１
０
０
日
間
に
わ
た
っ
て
座
り
込

み
で
阻
止
し
た
闘
争
な
ど
に
も
注

目
し
、
沖
縄
や
青
森
・
三
沢
基
地

に
も
取
材
し
て
、
基
地
撤
去
を
願
っ

て
行
動
し
て
い
る
人
々
が
多
く
登

場
し
ま
す
。

「
在
日
米
軍
は
世
界
の
戦
場
に

出
張
ば
か
り
？
そ
こ
で
何
を
し
て

い
る
の
？
」
と
い
う
問
い
か
け
に
、

場
内
か
ら
思
わ
ず
笑
い
声
が
。

90
分
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
は
深
刻
な
内
容
な
の
に
、
コ
ミ

カ
ル
で
、
柔
軟
な
視
点
で
の
切
り

込
み
に
脱
帽
で
す
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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空
梅
雨
の
あ
と
か
ら
猛
暑

が
襲
来
。
西
日
本
豪
雨
は

２
３
０
人
も
の
死
者
、
行

方
不
明
者
と
い
う
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た

▼
昔
か
ら
治
山
治
水
は
政

治
の
基
本
で
し
た
。
海
抜
ゼ
ロ
ｍ

の
江
東
地
域
で
は
、
本
紙
連
載

「
江
東
の
歴
史
」
（
45
）
（
64
）

で
記
録
さ
れ
て
い
る
洪
水
・
津
波

の
災
害
を
、
外
郭
堤
防
・
内
部
河

川
埋
め
立
て
、
地
下
水
等
汲
み
上

げ
禁
止
、
排
水
機
構
整
備
な
ど
に

よ
っ
て
、
１
９
６
０
年
代
革
新
都

政
の
も
と
で
防
い
で
き
ま
し
た
▼

産
業
革
命
以
来
の
地
球
温
暖
化
は

年
々
加
速
し
て
い
る
の
に
、
地
方

は
「
平
成
の
大
合
併
」
で
広
域
自

治
体
に
な
り
、
身
近
な
危
険
へ
の

対
策
が
お
ざ
な
り
に
さ
れ
、
更
に

Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
す
る
火
力
発
電
や

地
下
に
大
穴
を
あ
け
る
外
環
道
や

リ
ニ
ア
開
通
計
画
を
す
す
め
る
悪

政
が
あ
り
ま
す
▼
と
こ
ろ
で
、
６

年
10
カ
月
に
わ
た
り
連
載
し
た

「
概
説
江
東
の
歴
史
」
は
今
月
号

の
（
82
）
で
完
結
し
ま
す
。
長
い

間
の
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
次
号
か
ら
は
、
都
教
組

江
東
支
部
が
「
江
東
の
歴
史
」
の

２
年
前
に
刊
行
し
た
「
江
東
風
土

記
」
に
準
拠
し
た
「
改
訂
江
東
風

土
記
抄
」
を
連
載
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
▼
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る

町
の
成
り
立
ち
、
風
物
、
文
化
財

な
ど
、
「
江
東
の
歴
史
」
と
重
複

す
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
戦
後

の
１
９
４
７
年
に
成
立
し
た
江
東

区
が
、
人
口
で
５
倍
余
、
面
積
で

も
３
倍
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
の
区
民
の
た
め
の
江
東

区
を
考
え
て
い
く
「
よ
す
が
」
に

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

昨
年
12
月
の
区
議
会
第
４
回
定

例
会
に
住
吉
の
児
童
会
館
を
取
り

壊
し
、
そ
の
「
跡
地
」
を
子
ど
も

と
高
齢
者
の
複
合
施
設
に
す
る
と

の
計
画
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
理
由
は
①
児
童
会
館
が
全

体
と
し
て
老
朽
化
②
老
朽
化
し
た

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
そ
か
苑

の
建
て
替
え
用
地
が
必
要
③
旧
区

立
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
大

規
模
改
修
の
一
時
移
転
場
所
に
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
児
童
会
館
は
７
年
前

に
耐
震
補
強
工
事
が
行
わ
れ
た
ば

か
り
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
や
劇
場

は
休
止
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の

他
の
場
所
は
現
役
施
設
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
の
長
期
計
画
の
見
直

し
で
は
「
耐
震
補
強
後
、
今
後
の

施
設
運
営
の
あ
り
方
を
検
討
し
た

う
え
で
必
要
な
改
修
を
行
う
」
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
今
回
出
さ
れ
た
方
針

に
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
や
小
劇

場
な
ど
を
整
備
・
改
修
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
夢
や
希
望
、
文
化
芸

術
を
育
む
拠
点
と
す
る
と
い
う
立

場
で
検
討
し
た
形
跡
が
み
ら
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
取
り
壊
し
て
複
合
施

設
と
す
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い

て
も
明
確
な
説
明
が
あ
り
ま
せ
ん
。

特
養
ホ
ー
ム
も
老
朽
化
す
れ
ば
、

建
て
替
え
も
大
規
模
改
修
も
必
要

で
す
が
、
こ
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

大
事
な
施
設
を
壊
し
て
も
良
い
と

い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

深
川
１
丁
目
に
新
た
な
特
養
ホ
ー

ム
の
建
設
予
定
地
が
確
保
さ
れ
ま

し
た
。
特
養
ホ
ー
ム
も
子
ど
も
の

施
設
も
そ
れ
ぞ
れ
き
ち
ん
と
整
備

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

児
童
会
館
跡
地
に
高
齢
者
複
合
施
設

「
児
童
会
館
」
を
な
く
さ
な
い
で

江
東
区
内
の
各
地
域
で
「
安
倍

９
条
改
憲
許
す
な
」
と
宣
伝
・

署
名
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

主
催
：
江
東
区
社
会
保
障
推
進
協
議
会

「
ザ
・
思
い
や
り

パ
ー
ト
２
」
上
映
会

日
本
政
府
が
、
日
米
地
位
協
定
の
定
め
以
上
に
優
遇
し
て
い
る
米
軍

基
地
の
実
態
を
、
日
本
に
住
む
ア
メ
リ
カ
人
監
督
が
各
地
の
基
地
を
訪

ね
、
基
地
に
反
対
し
て
い
る
人
た
ち
に
も
カ
メ
ラ
を
向
け
た
映
画
の
上

映
会
が
7
月
2
日
に
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
昼
夜
の
部

と
も
に
満
席
で
大
好
評
で
し
た
。

大
島
４
丁
目
団
地
で

大
運
動
実
行
委
員
会

江
東
民
商
青
年
部
主
催

憲
法
９
条
学
習
会

６
月
27
日
、
江
東
民
商
事
務
所
で
青
年
部
主
催
の
「
憲
法
９
条
学

習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
東
京
東
部
法
律
事
務
所
の
大

江
京
子
弁
護
士
を
招
き
、
14
人
が
熱
心
に
学
習
し
ま
し
た

豊
洲
・
ビ
バ
ホ
ー
ム
前
で

「
江
東
市
民
連
合
」

亀
戸
駅
で

「
下
町
亀
戸
９
条
の
会
」



方
針
案
は
、
憲
法
９
条
に

自
衛
隊
明
記
、
自
衛
隊
の
日

報
の
隠
ぺ
い
、
森
友
・
加
計

問
題
で
公
文
書
改
ざ
ん
、
セ

ク
ハ
ラ
問
題
な
ど
、
安
倍
内

閣
の
民
主
主
義
破
壊
の
政
治

に
対
し
て
、
内
閣
総
辞
職
を

求
め
対
抗
す
る
「
市
民
と
野

党
の
共
闘
」
を
推

進
す
る
こ
と
、
民

商
は
「
平
和
で

こ
そ
商
売
繁
盛
」

を
信
条
に
「
安

倍
９
条
改
憲
NO
！

憲
法
を
生
か
す
全

国
統
一
署
名
」
を

旺
盛
に
取
り
く
む

こ
と
、
税
金
の
使

い
方
を
監
視
・

是
正
す
る
た
め
の

「
納
税
者
の
権
利

宣
言
」
を
普
及
さ

せ
る
こ
と
、
来
年

10
月
の
消
費
税
10
％
と
同
時

に
導
入
さ
れ
る
複
数
税
率
に

伴
う
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請

求
書
等
保
存
）
方
式
の
狙
い

を
学
習
し
、
増
税
中
止
を
か

ち
と
る
運
動
を
広
げ
る
こ
と

な
ど
を
提
起
し
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
化
と
経
営
環

境
の
厳
し
さ
が
異
常
に
進
み
、

区
内
事
業
所
数
が
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
昨
年
以
上
に

転
職
・
廃
業
で
の
脱
会
者
が

増
え
る
事
態
へ
の
対
応
と
し

て
は
、
相
談
活
動
に
力
を
入

れ
て
、
商
店
街
で
の
『
夜
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
』
開

催
な
ど
で
江
東
民
商
の
役
割

と
活
動
を
紹
介
し
、
会
員
拡

大
、
商
工
新
聞
読
者
を
増
や

す
方
針
も
確
認
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
日
本
共
産
党

の
大
つ
き
か
お
り
、
赤
羽
目

た
み
お
、
す
が
や
俊
一
、
山

本
真
の
各
区
議
が
参
加
し
ま

し
た
。

展
示
会
場
は
、
図
書
館
の

入
り
口
付
近
に
小
さ
な
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
あ
る
だ
け
で

し
た
。「
各
社
１
セ
ッ
ト
だ
け

の
た
め
、
待
た
な
け
れ
ば
手

に
取
れ
ず
、
じ
っ
く
り
読
む

場
所
も
用
意
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
職
員
に
促
さ
れ
て
離

れ
た
所
に
あ
る
大
人
の
閲
覧

室
ま
で
移
動
さ
せ
ら
れ
た
」

と
い
う
会
場
設
営
へ
の
注
文

を
書
い
た
参
加
者
も
。

内
容
に
関
し
て
は
、
次
の

よ
う
な
趣
旨
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

「
各
社
と
も
盛
り
沢
山
過
ぎ

て
、
消
化
し
き
れ
る
と
は
思

わ
れ
ず
、
し
か
も
テ
ー
マ
を

押
し
付
け
て
、
単
元
ご
と
に

生
き
方
に
つ
い
て
の
細
か
い

設
問
ま
で
用
意
さ
れ
て
い
る
」、

「
４
段
階
の
自
己
評
価
や
、

『
理
想
の
人
間
に
何
％
近
づ
い

た
と
思
う
か
？
』
な
ど
、
数

値
で
自
己
評
価
さ
せ
よ
う
と

す
る
」
、「
今
の
政
権
の
政
策

を
さ
り
げ
な
く
（
東
日
本
大

震
災
の
被
害
か
ら
原
発
を
隠

す
）
あ
る
い
は
露
骨
に
（
真

珠
湾
で
の
安
倍
首
相
の
演
説
）

浸
透
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
」、

「
古
今
東
西
の
文
学
を
読
み
こ

な
せ
る
思
春
期
な
の
に
、
い

ず
れ
も
、
物
語
の
一
部
を
断

片
的
に
押
し
付
け
て
い
る
」

な
ど
。

ま
た
、「
よ
り
ま
し
な
教
科

書
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

そ
の
場
合
も
実
際
に
使
用
す

る
現
場
教
師
の
意
見
を
十
分

に
聞
く
必
要
が
あ
る
」
と
い

う
趣
旨
の
意
見
も
出
さ
れ
ま

し
た
。

６
月
13
日
か
ら
の
区
議
会

第
２
回
定
例
会
の
傍
聴
呼
び

か
け
に
は
、
の
べ
20
人
以
上

が
参
加
し
ま
し
た
。

「
議
長
な
ど
が
議
員
を
番
号

で
呼
ぶ
の
に
あ
然
と
し
た
」

「
与
党
系
議
員
の
質
問
の
時
は

静
か
だ
っ
た
の
に
、
共
産
党

議
員
が
安
倍
政
権
の
政
策
批

判
と
と
も
に
、
米
朝
首
脳
会

談
に
言
及
し
た
時
、
議
場
が

ざ
わ
め
き
、
ヤ
ジ
が
あ
っ
た
」、

「
第
２
子
以
降
の
国
保
料
免
除

の
共
産
党
の
条
例
提
案
に

『
バ
ラ
マ
キ
と
考
え
る
』
と
の

反
対
理
由
が
出
さ
れ
、
び
っ

く
り
」
な
ど
の
感
想
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

江
東
区
政
勉
強
会
を
６
月

16
日
に
開
催
。
同
連
合
世
話

人
の
内
田
敬
三
氏
が
、
国
の

方
針
を
忠
実
に
実
行
し
、
区

の
独
自
性
が
見
ら
れ
な
い
と

し
て
、
①
長
期
計
画
ー
築
地

市
場
の
豊
洲
移
転
、
地
下
鉄

８
号
線
の
延
伸
、

②
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ー
東
京
オ

リ
・
パ
ラ
準
備
、

有
明
西
小
・
中

一
貫
校
の
設
置
、

③
区
行
財
政
改

革
計
画
ー
職
員
を
増
や
さ
ず

非
正
規
を
増
や
し
、
指
定
管

理
者
を
推
進
、
使
わ
な
い
予

算
の
基
金
増
加
、
④
公
共
施

設
総
合
管
理
計
画
、
⑤
福
祉

政
策
、
な
ど
の
問
題
点
を
述

べ
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

区
議
会
会
派
と
の
懇
談
会

が
７
月
18
日
に
日
本
共
産
党

区
議
団
、
20
日
に
区
議
会
民

政
ク
ラ
ブ
と
の
間
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
、
先
の
定
例
会

質
問
の
報
告
を
受
け
、
同
連

合
が
提
出
し
た
質
問
①
江
東

区
の
税
金
の
使
い
方
、
②
民

間
委
託
と
行
政
の
責
任
、
③

市
民
参
加
の
区
政
、
に
つ
い

て
考
え
を
聞
き
、
懇
談
し
ま

し
た
。

江東区で都の無形民俗文化財に指定

されているのは、木場の角乗りと深川
か く の

の力持ちです。

木場の角乗りは、300年前から木材を

筏に組んで、竿鍵一本で川を乗りこな
いかだ さ お か ぎ

す技術です。「川並」と呼ばれる木場
か わ な み

で働く人たちが、それを余技としたの

が始まりです。毎年10月の第一土曜日

に、力持ちとともに公開されています。

深川の力持ちは、江戸時代の佐賀町

一帯の倉庫で、米俵や酒樽を運ぶ際に

力を競いあうことからおこりました。

江東区には、さまざまな工芸技術を

もつ人たちが、無形文化財保持者とし

て当時、登録されています。

染色では捺染‐佐野一幸、紋章上絵
な つ せ ん

‐石合信也、緞帳・引幕‐小林福蔵。
どんちょう

組紐では田中森蔵。刺繍では石井靖子、
く み ひ も し し ゅ う

鈴木安蔵、山崎喜作。飴細工では青木

喜。鼈甲細工では神村辰也。象牙細工
べ っ こ う

(三味線駒)では前田賢次。足袋製作で
た び

は箕輪庄太郎。鳶装束では野中健吉。
と び

簾製作では豊田勇。投網製作では大久
すだれ

保亀吉。提燈製作では柾木秀雄、渋沢
ちょうちん

昭男、斎藤司郎。宮大工では篠崎元司。

船大工では岩波正之、佐野一郎。車大

工では山野庄太郎。金工では鍛金‐佐
た ん き ん

生常次郎。銅版葺‐岡田長造。鳶口‐
ぶ き と び ぐ ち

荒木鳶口工業所。船釘‐松江嘉冶。石

工では新田満蔵、新川昇。木工では唐

木細工‐宇都木新作、桐箪笥‐金久保
た ん す

健二、彫刻‐岸本忠雄、渡辺美寿雄、

山本精一、指物‐山田一彦、寺田保三
さ し も の

郎、桶‐川又栄一、看板彫‐沢田宣吉、

軍配‐中西一順、版木‐久我周二。
ぐ ん ば い

漆工では服部啓造、大岩仲治、前田千

代松、前田仁、下崎勝喜、平野菊蔵、

大石勇、近藤良市。竹工(釣竿）では松

枝良雄、菅野鉦太郎。ガラス工(江戸切

子）では小林英夫。実に32種48人です。

このうち、中西さんが作っている軍

配は、相撲の軍配です。東京では軍配

を作れる職人は中西さんただ一人です。

（完）
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(82)

江
東
民
主
商
工
会
は
６
月
17
日
、
総
合
区
民
セ
ン

タ
ー
で
第
73
回
定
期
大
会
を
開
き
運
動
方
針
な
ど
を

決
め
、
新
会
長
に
豊
田
文
男
氏
を
選
出
、
事
務
局
長

に
は
森
外
米
蔵
氏
を
再
選
し
ま
し
た
。

木
場
の
角
乗
り

新
日
本
婦
人
の
会
江
東
支
部
は
７
月
14
日
、
来
年
度
か
ら
新
た

に
使
用
予
定
の
中
学
校
道
徳
教
科
書
を
実
際
に
手
に
取
り
意
見
を

寄
せ
よ
う
と
、
展
示
会
場
の
砂
町
図
書
館
に
11
人
が
出
向
き
、
読

ん
で
実
感
し
た
感
想
な
ど
を
意
見
箱
に
投
函
し
ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
す
る

大
つ
き
か
お
り
区
議

☆

行
事
日
程

☆

○
８
月
１
日
（
水
）
18
時
30
分
～

◆
原
水
禁
大
会
江
東
代
表
結
団
式

（
江
東
文
化
セ
ン
タ
ー
６
階
）

○
８
月
１
日
（
水
）
～
７
日
（
火
）

◆
平
和
の
た
め
の
戦
争
展

日
中
友
好
協
会
江
東
支
部
・
南
砂
団
地
９
条
の
会
共
催

９
時
～
19
時
（
入
場
無
料
）

初
日
は
11
時
か
ら
。
最
終
日
は
15
時
ま
で

（
江
東
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
ロ
ビ
ー
）

○
８
月
５
日
（
日
）
15
時
30
分
～
16
時
30
分

◆
江
東
市
民
連
合
３
０
０
０
万
署
名
・
宣
伝

（
亀
戸
駅
北
口
）

○
８
月
11
日
（
土
）
17
時
～

◆
下
町
亀
戸
９
条
の
会
３
０
０
０
万
人
署
名
行
動

（
亀
戸
駅
北
口
）

○
８
月
11
日
（
土
）
～
15
日
（
水
）

◆
「
み
ん
な
で
学
び
、
伝
え
よ
う
東
京
大
空
襲
」

14
時
～
17
時

℡
５
８
５
７
・５
６
３
１

入
館
料
３
０
０
円
、
中
高
生
２
０
０
円

（
東
京
大
空
襲
・戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
／
区
教
委
後
援
）

８社の中学校道徳教科書


